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第 169号 

令和 2年(2020年) 

12月 22日 

火曜日 

目 次 

条例のあらまし 
○ 知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例のあらまし（地

域政策課） 

○ 埼玉県総合リハビリテーションセンター条例の一部を改正する条例のあらまし（福祉政

策課） 

○ 埼玉県手数料条例及び埼玉県証紙条例の一部を改正する条例のあらまし（畜産安全課） 

○ 埼玉県病院事業の設置等に関する条例を廃止する等の条例のあらまし（経営管理課） 

○ 地方独立行政法人埼玉県立病院機構に係る重要な財産を定める条例のあらまし（経営管

理課） 

○ 地方独立行政法人埼玉県立病院機構への職員の引継ぎに係る県の内部組織を定める条

例のあらまし（経営管理課） 

○ 埼玉県迷惑行為防止条例の一部を改正する条例のあらまし（保安課） 

条例 
○ 知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例（地域政策課） 

○ 埼玉県総合リハビリテーションセンター条例の一部を改正する条例（福祉政策課） 

○ 埼玉県手数料条例及び埼玉県証紙条例の一部を改正する条例（畜産安全課） 

○ 埼玉県病院事業の設置等に関する条例を廃止する等の条例（経営管理課） 

○ 地方独立行政法人埼玉県立病院機構に係る重要な財産を定める条例（経営管理課） 

○ 地方独立行政法人埼玉県立病院機構への職員の引継ぎに係る県の内部組織を定める条

例（経営管理課） 

○ 埼玉県迷惑行為防止条例の一部を改正する条例（保安課） 

規則 
○ 埼玉県税条例施行規則の一部を改正する規則（税務課） 

○ 埼玉県生活環境保全条例施行規則の一部を改正する規則（水環境課） 

告示 
○ 総務事務システムに係る審査確認及びヘルプデスク業務委託に関する落札者等の公示

（総務事務センター） 

○ 災害オペレーション支援システム機器等賃貸借に関する落札者等の公示（災害対策課） 



 

令和 2年(2020年)12月 22日 

 

○ 埼玉県生活環境保全条例第 76条の規定に基づく土壌及び地下水の汚染の調査及び対策

に関する指針の改正（水環境課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 埼玉県開発登録簿閲覧規程の一部を改正する告示（都市計画課） 

○ 宅地建物取引業法の規定に基づく免許取消処分の公告（建築安全課） 

○ 県道川越日高線の占用の制限（川越県土整備事務所） 

○ 県道川越坂戸毛呂山線の占用の制限（川越県土整備事務所） 

○ 県道川越坂戸毛呂山線の占用の制限（川越県土整備事務所） 

○ 県道川越日高線の占用の制限（川越県土整備事務所） 

○ 埼玉県内水面漁場管理委員会の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に

関する規程の一部を改正する告示（内水面漁場管理委員会） 

 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県

条
例
第
四
十
八
号
）
（
地
域
政
策
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
の
推
進
を
図
る
た
め
、
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町

村
が
処
理
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
規
定
の
整
備
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

㈠ 

新
た
に
移
譲
を
行
う
事
務
（
一
事
務
） 

 

㈡ 

処
理
す
る
市
町
村
が
拡
大
す
る
事
務
等(

十
四
事
務)

 
 

㈢ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
四
月
一
日 

 

た
だ
し
、
一
部
は
公
布
の
日
な
ど 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例

第
四
十
九
号
）
（
福
祉
政
策
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
病
院
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
を

適
用
す
る
た
め
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

病
院
事
業
の
設
置 

 

㈡ 

経
営
の
基
本 

 
 

 

経
営
の
基
本
方
針
及
び
診
療
科
目 

 

㈢ 

重
要
な
資
産
の
取
得
及
び
処
分 

 
 

 

買
入
れ
又
は
譲
渡
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
予
算
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
資 
 

 
 

産
は
、
予
定
価
格
七
千
万
円
以
上
の
次
の
資
産
と
す
る 

 
 

ア 

不
動
産
（
信
託
に
係
る
も
の
を
除
き
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
面
積
が
一
件
二
万
平 

 
 

 

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
） 

 
 

イ 

動
産 

 
 

ウ 

不
動
産
の
信
託
の
受
益
権 

 

㈣ 

議
会
の
同
意
を
要
す
る
賠
償
責
任
の
免
除 

 
 

 

賠
償
額
十
万
円
以
上
の
職
員
の
賠
償
責
任
の
免
除 

 

㈤ 

議
会
の
議
決
を
要
す
る
負
担
付
き
の
寄
附
の
受
領
等 

 
 

 

七
千
万
円
以
上
の
負
担
付
き
寄
附
又
は
贈
与
の
受
領
等 

 

㈥ 

業
務
状
況
説
明
書
類
の
作
成 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
五
十

号
）
（
畜
産
安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

家
畜
改
良
増
殖
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
書
換
え 

 

交
付
手
数
料
等
の
額
を
定
め
、
証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
し
、
及
び 

 

規
定
の
整
備
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

 

手
数
料
の
新
設 

 
 

    

㈡ 

埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

 

証
紙
に
よ
る
収
入
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
す
る
手
数
料
の
追
加
及
び
規
定
の
整 

 
 

備 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

 

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
再
交
付
手
数
料 

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
書
換
え
交
付
手
数
料 

千
九
百
円 

千
九
百
円 

 

 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
五
十
一

号
）
（
経
営
管
理
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整
備
す
る
た
め
の 

 

 

条
例
を
制
定
す
る
。 

二 

内
容 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
及
び
埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種 

 

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
関
係
十
四
条
例
に
つ
い
て
埼
玉
県
病
院 

 

事
業
に
係
る
規
定
を
削
る
等
の
改
正
を
す
る
た
め
に
規
定
を
整
備
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
四
月
一
日 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
に
係
る
重
要
な
財
産
を
定
め
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例

第
五
十
二
号
）
（
経
営
管
理
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
六
条 

 

第
四
項
及
び
第
四
十
四
条
第
一
項
に
基
づ
く
重
要
な
財
産
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

不
要
と
な
っ
た
場
合
に
知
事
の
認
可
を
受
け
て
県
に
納
付
す
る
重
要
な
財
産
を
県
か
ら
の 

 

 
 

出
資
等
に
係
る
財
産
の
う
ち
帳
簿
価
額
五
十
万
円
以
上
の
財
産
と
す
る 

 

㈡ 

譲
渡
又
は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
知
事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重 

 
 

要
な
財
産
を
予
定
価
格
七
千
万
円
以
上
の
不
動
産
（
信
託
に
係
る
も
の
を
除
き
、
土
地
に
つ 

 

 
 

い
て
は
、
そ
の
面
積
が
一
件
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
動
産 

 
 

又
は
不
動
産
の
信
託
の
受
益
権
と
す
る 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
へ
の
職
員
の
引
継
ぎ
に
係
る
県
の
内
部
組
織
を
定
め

る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
五
十
三
号
）
（
経
営
管
理
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
県
か
ら
法
人
に
引
き
継
が
れ
る 

 

職
員
の
範
囲
を
定
め
る
た
め
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
五
十
九
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
そ
の 

 

範
囲
と
な
る
内
部
組
織
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
。 

二 

内
容 

 
 

引
継
ぎ
の
対
象
と
な
る
内
部
組
織
は
「
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止 

 

す
る
等
の
条
例
」
に
よ
る
廃
止
前
の
「
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
第
四
条 

 

第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
埼
玉
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
、
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、 

 

埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
埼
玉
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
三
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
五
十
四
号
）
（
保
安

課
） 

一 

趣
旨 

 
 

盗
撮
行
為
等
に
係
る
規
制
場
所
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
罰
則
を
強
化
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

㈠ 

盗
撮
行
為
、
盗
撮
の
準
備
行
為
及
び
の
ぞ
き
行
為
に
係
る
規
制
場
所
を
次
の
よ
う
に
拡

大
す
る
。 

イ 

住
居
、
浴
場
、
更
衣
室
、
便
所
そ
の
他
人
が
通
常
衣
服
等
の
全
部
又
は
一
部
を
着
け

な
い
状
態
で
い
る
よ
う
な
場
所 

ロ 

公
共
の
場
所
又
は
公
共
の
乗
物
（
イ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
） 

ハ 

学
校
、
事
務
所
、
タ
ク
シ
ー
そ
の
他
不
特
定
又
は
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
出
入

り
す
る
場
所
又
は
乗
物
（
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
） 

㈡ 

盗
撮
行
為
及
び
盗
撮
の
準
備
行
為
に
対
す
る
罰
則
を
次
の
と
お
り
引
き
上
げ
る
。 

 

単
純 

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金 

 

常
習 

二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金 

三 

施
行
期
日 

 

令
和
三
年
四
月
一
日 



条

例 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
八
号 

 
 
 
 
 
 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

第
一
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例

第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
二
十
三
項
第
二
号
事
務
の
欄
１
中
「
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
六

十
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
項
た
だ
し
書
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
二
十
七
項
第
一
号
事
務
の
欄
44
中
「
第
七
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
七
条
第
三

項
」
に
改
め
、
同
欄
45
中
「
第
七
十
七
条
第
六
項
」
を
「
第
七
十
七
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同

欄
46
中
「
第
七
十
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
七
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
49
中

「
第
七
十
九
条
第
六
項
」
を
「
第
七
十
九
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
欄
51
中
「
第
三
十
四
条
第

二
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
三
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
52
中
「
第
三
十
四
条
第
六
項
」

を
「
第
三
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
三
十
項
事
務
の
欄
５
中
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
六
十
項
第
二
号
事
務
の
欄
14
中
「
第
八
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
八
十
一

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
15
中
「
第
八
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
一
条
第
五
項
」
に
改

め
る
。 

 
 

別
表
第
七
十
六
項
第
一
号
事
務
の
欄
24
中
「
第
十
三
条
第
十
号
」
を
「
第
十
三
条
第
十
一
号
」

に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
九
十
二
項
事
務
の
欄
28
中
「
第
百
六
十
三
条
」
を
「
第
百
六
十
三
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
欄
中
39
を
40
と
し
、
29
か
ら
38
ま
で
を
30
か
ら
39
ま
で
と
し
、
28
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

 
 

29 

法
第
百
六
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
力
の
要
請 

第
二
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 
 

別
表
第
三
十
七
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
吉
見
町
」
の
下
に
「
、
宮
代
町
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
五
十
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  
 

別
表
第
五
十
項
第
二
号
市
町
村
の
欄
中
「
鳩
山
町
」
の
下
に
「
、
東
秩
父
村
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
五
十
一
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
及
び
同
項
第
二
号
市
町
村
の
欄
中
「
加
須
市
」
の
下

各
町
村 

 



に
「
、
本
庄
市
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
六
十
一
項
第
一
号
事
務
の
欄
１
中
「
第
十
八
条
の
三
十
一
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条

の
三
十
六
第
二
項
」
に
、
「
第
十
八
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
八
条
の
二
十
三
第

一
項
、
第
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
並
び
に
第
十
八
条
の
二
十
五
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の

十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
八
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
十
八
条
の
二
十
九
第
一
項
並
び

に
第
十
八
条
の
三
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
十
八
条
の
十
六
、
第
十
八
条
の
十
九
、

第
十
八
条
の
二
十
六
並
び
に
第
十
八
条
の
二
十
九
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
十
八
、
第
十
八

条
の
二
十
一
、
第
十
八
条
の
三
十
一
並
び
に
第
十
八
条
の
三
十
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
３

中
「
第
十
八
条
の
三
十
一
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
中

「
第
十
八
条
の
二
十
九
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
三
十
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

事
務
の
欄
１
中
「
第
十
八
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
及

び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
十
八
条
の
十
六
並
び
に
第
十
八
条
の
十
九
」
を
「
第
十

八
条
の
十
八
並
び
に
第
十
八
条
の
二
十
一
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
事
務
の
欄
１
中
「
第
十
八

条
の
十
五
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同

欄
２
中
「
第
十
八
条
の
十
六
並
び
に
第
十
八
条
の
十
九
」
を
「
第
十
八
条
の
十
八
並
び
に
第
十

八
条
の
二
十
一
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
事
務
の
欄
１
中
「
第
十
八
条
の
十
五
第
一
項
及
び
第

二
項
」
を
「
第
十
八
条
の
十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
十
八
条
の
十

六
及
び
第
十
八
条
の
十
九
」
を
「
第
十
八
条
の
十
八
及
び
第
十
八
条
の
二
十
一
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
六
十
二
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
吉
見
町
」
の
下
に
「
、
宮
代
町
」
を
加
え
、
同

項
第
七
号
市
町
村
の
欄
中
「
熊
谷
市
」
の
下
に
「
、
川
口
市
」
を
加
え
、
同
項
第
八
号
市
町
村

の
欄
中
「
、
宮
代
町
」
を
削
る
。 

 
 

別
表
第
七
十
九
項
第
一
号
事
務
の
欄
中
３
を
４
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

３ 

法
第
五
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
通
知 

 
 

別
表
第
七
十
九
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
市
町
村
の
欄
中
「
蓮
田
市
」
の
下
に
「
、

坂
戸
市
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

         

三 

法
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
法
第
十
二
条
の
五
第
四
項
（
同

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
同
意 

秩
父
市
、
滑
川
町
、

嵐
山
町
、
小
川
町
、

吉
見
町
、
鳩
山
町
、

と
き
が
わ
町
、
横

瀬
町
、
皆
野
町
、

長

町
、
小
鹿
野

町
、
東
秩
父
村
、

寄
居
町 

 



 
 

別
表
第
七
十
九
項
第
四
号
市
町
村
の
欄
中
「
久
喜
市
」
の
下
に
「
、
坂
戸
市
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
九
十
七
項
第
三
号
市
町
村
の
欄
中
「
鶴
ケ
島
市
」
の
下
に
「
、
日
高
市
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
第
百
十
三
項
第
九
号
市
町
村
の
欄
中
「
熊
谷
市
」
の
下
に
「
、
川
口
市
」
を
加
え
る
。 

 
 

別
表
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

   
 

          

第
三
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

  
 

別
表
第
二
十
一
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
戸
田
市
」
を
「
川
越
市
、
戸
田
市
、
川
島
町
」

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

一 

第
一
条
の
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
三
条
の
規
定 

令
和
三
年
六
月
一
日 

２ 

こ
の
条
例
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
同
じ
。
）
の
施
行
の

際
改
正
後
の
別
表
の
事
務
の
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
、
条
例
若
し
く
は
規

則
（
以
下
「
法
令
等
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
法
令

等
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
、
施
行
日
に
同
表
の
市
町
村

の
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、

施
行
日
以
後
に
お
け
る
法
令
等
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
の
長
の
し
た
処
分
そ
の
他

の
行
為
又
は
当
該
市
町
村
の
長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 
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埼
玉
県
受
動
喫
煙
防
止
条
例
（
令
和
二
年
埼
玉
県
条
例
第 

十
七
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
及

び
条
例
の
施
行
の
た
め
の
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
も
の 

１ 

条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理 

２ 

条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理 

３ 

条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
指
導
及
び
助
言 

４ 

条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告 

５ 

条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表 

６ 

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令 

 

７ 

条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収

並
び
に
立
入
検
査
及
び
質
問 

さ
い
た
ま
市
、

川
越
市
、
川
口

市
、
越
谷
市 

 



条

例 

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布

す
る 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
第
四
項
中
「
と
す
る
」
を
「
と
し
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
病
院
事
業
の
用

に
供
す
る
施
設
と
す
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
六
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
条
の
次

に
次
の
六
条
を
加
え
る
。 

 

（
病
院
事
業
の
設
置
） 

第
四
条 

県
は
、
県
民
の
健
康
保
持
に
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
病
院
事
業
を
設
置
す
る
。 

 

（
経
営
の
基
本
） 

第
五
条 

病
院
事
業
は
、
常
に
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
経
済
性
を
発
揮
す

る
よ
う
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

診
療
科
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

脳
神
経
内
科 

 

二 

整
形
外
科 

 

三 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

 

四 

脳
神
経
外
科 

 

五 

神
経
・
精
神
科 

 

六 

泌
尿
器
科 

 

七 

循
環
器
内
科 

 

八 

麻
酔
科 

 

九 

歯
科 

 

（
重
要
な
資
産
の
取
得
及
び
処
分
） 

第
六
条 

地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二
号
。
次
条
か
ら
第
九
条
第
一

項
ま
で
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
予
算
で
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
病
院
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産
の
取
得
及
び
処
分
は
、
予
定
価
格
（
適
正
な
対
価

を
得
て
す
る
売
払
い
以
外
の
方
法
に
よ
る
譲
渡
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
適
正
な
見
積
価
格
）
が
七

千
万
円
以
上
の
不
動
産
若
し
く
は
動
産
の
買
入
れ
若
し
く
は
譲
渡
（
不
動
産
の
信
託
の
場
合
を



除
き
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
面
積
が
一
件
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
又
は
不
動
産
の
信
託
の
受
益
権
の
買
入
れ
若
し
く
は
譲
渡
と
す
る
。 

 
（
議
会
の
同
意
を
要
す
る
賠
償
責
任
の
免
除
） 

第
七
条 
法
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
病
院
事
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の

賠
償
責
任
の
免
除
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
当
該
賠
償
責
任

に
係
る
賠
償
額
が
十
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
と
す
る
。 

 

（
議
会
の
議
決
を
要
す
る
負
担
付
き
の
寄
附
の
受
領
等
） 

第
八
条 

病
院
事
業
の
業
務
に
関
し
、
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
も

の
は
、
負
担
付
き
の
寄
附
又
は
贈
与
の
受
領
で
そ
の
金
額
又
は
そ
の
目
的
物
の
価
格
が
七
千
万

円
以
上
の
も
の
及
び
法
律
上
県
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
で
当
該
決
定
に
係
る

金
額
が
百
万
円
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

 

（
業
務
状
況
説
明
書
類
の
作
成
） 

第
九
条 

知
事
は
、
病
院
事
業
に
関
し
、
法
第
四
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
事
業

年
度
、
四
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
十
月
三
十
一
日

ま
で
に
、
十
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
業
務
の
状
況
を
説
明
す
る
書
類
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
と
と

も
に
、
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
作
成
す
る
書
類
に
お
い
て
は
前
事
業
年
度
の
決
算
の
状
況
を
、

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
作
成
す
る
書
類
に
お
い
て
は
同
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
予
算
の
概
要

及
び
事
業
の
経
営
方
針
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
概
要 

 

二 

経
理
の
状
況 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
事
業
の
経
営
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
知
事
が

必
要
と
認
め
る
事
項 

３ 

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
第
一
項
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
同
項
の
業
務
の

状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
知
事
は
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
こ
れ
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

別
表
第
一
中
「
第
六
条
関
係
」
を
「
第
十
二
条
関
係
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
二
中
「
第
七
条
関
係
」
を
「
第
十
三
条
関
係
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



条

例 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
五
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改 

 

正
す
る
。 

 
 

別
表
農
林
部
の
項
中
第
五
十
五
号
を
第
五
十
七
号
と
し
、
第
二
十
七
号
か
ら
第
五
十
四
号
ま 

 

で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

                   

（
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う 

 

に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
第
二
百
六
号
中
「
家 

 

畜
人
工
受
精
師
免
許
申
請
手
数
料
」
を
「
家
畜
人
工
授
精
師
免
許
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同 

二
十
八 

家
畜
改
良

増
殖
法
施
行
規
則

第
三
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ

く
家
畜
人
工
授
精

所
の
開
設
の
許
可

証
の
再
交
付 

二
十
七 

家
畜
改
良

増
殖
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
五
年

農
林
省
令
第
九
十

六
号
）
第
三
十
八

条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
家
畜
人

工
授
精
所
の
開
設

の
許
可
証
の
書
換

え
交
付 

家
畜
人
工

授
精
所
開

設
許
可
証

再
交
付
手

数
料 

家
畜
人
工

授
精
所
開

設
許
可
証

書
換
え
交

付
手
数
料 

千
九
百
円 

千
九
百
円 

 



 

項
第
二
百
七
号
中
「
家
畜
人
工
受
精
師
養
成
講
習
手
数
料
」
を
「
家
畜
人
工
授
精
師
養
成
講
習 

 

手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
二
百
八
号
中
「
家
畜
人
工
受
精
所
開
設
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
家 

 
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
申
請
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
第
二
百
十
一
号
中
「
家
畜
人
工
受
精 

 

師
免
許
証
書
換
え
交
付
手
数
料
」
を
「
家
畜
人
工
授
精
師
免
許
証
書
換
え
交
付
手
数
料
」
に
改 

 

め
、
同
項
第
二
百
十
二
号
中
「
家
畜
人
工
受
精
師
免
許
証
再
交
付
手
数
料
」
を
「
家
畜
人
工
授 

 

精
師
免
許
証
再
交
付
手
数
料
」
に
改
め
、
同
項
中
第
三
百
九
十
四
号
を
第
四
百
六
号
と
し
、
第 

 

三
百
四
十
二
号
か
ら
第
三
百
九
十
三
号
ま
で
を
十
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
百
四
十
一
号
の 

 

二
を
第
三
百
五
十
三
号
と
し
、
第
三
百
三
十
八
号
か
ら
第
三
百
四
十
一
号
ま
で
を
十
一
号
ず
つ 

 

繰
り
下
げ
、
第
三
百
三
十
七
号
の
二
を
第
三
百
四
十
八
号
と
し
、
第
三
百
三
十
二
号
か
ら
第
三 

 

百
三
十
七
号
ま
で
を
十
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
百
三
十
一
号
の
四
を
第
三
百
四
十
一
号
と
し
、 

 

第
三
百
三
十
一
号
の
三
を
第
三
百
四
十
号
と
し
、
第
三
百
三
十
一
号
の
二
を
第
三
百
三
十
九
号 

 

と
し
、
第
二
百
六
十
四
号
か
ら
第
三
百
三
十
一
号
ま
で
を
七
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
百
六
十 

 

三
号
の
四
を
第
二
百
七
十
号
と
し
、
第
二
百
六
十
三
号
の
三
を
第
二
百
六
十
九
号
と
し
、
第
二 

 

百
六
十
三
号
の
二
を
第
二
百
六
十
八
号
と
し
、
第
二
百
四
十
六
号
か
ら
第
二
百
六
十
三
号
ま
で 

 

を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
百
四
十
五
号
の
二
を
第
二
百
四
十
九
号
と
し
、
第
二
百
四
十
号 

 

か
ら
第
二
百
四
十
五
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
百
三
十
九
号
の
二
を
第
二
百
四
十 

 

二
号
と
し
、
第
二
百
十
三
号
か
ら
第
二
百
三
十
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
百
十 

 

二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

    
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

二
百
十
三 

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
書
換
え
交
付
手
数
料 

二
百
十
四 

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許
可
証
再
交
付
手
数
料 

 



条

例 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
五
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例 

 

（
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
及
び
埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種 

 

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
） 

第
一
条 

次
に
掲
げ
る
条
例
は
、
廃
止
す
る
。 

 

一 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
二
号
） 

 

二 

埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼 

 
 

玉
県
条
例
第
八
十
八
号
） 

 

（
埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
四
号
） 

 

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
第
二
項
中
「
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県 

 

条
例
第
六
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
」
を
「
地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病 

 

院
機
構
が
設
置
し
、
及
び
運
営
す
る
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

２ 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八 

 

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
、
病
院
事
業
管
理
者
」
を
削
り
、
同
項
中
第
四 

 

号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
中
「
、
病
院
事
業
管
理
者
」
を
削
る
。 

 
 

第
四
条
第
二
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。 

 
 

第
五
条
第
一
項
並
び
に
別
表
第
二
副
知
事
、
公
営
企
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
、
下
水 

 

道
事
業
管
理
者
及
び
常
勤
の
監
査
委
員
の
項
及
び
同
表
の
備
考
二
中
「
、
病
院
事
業
管
理
者
」 

 

を
削
る
。 

 

（
埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
） 

３ 

埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正 

 

す
る
。 



 
 

第
二
条
第
一
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

４ 
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例 

 

第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第 

 

六
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
事
業
又
は
」
を
削
る
。 

 

（
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

５ 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ 

 

う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ 

 

繰
り
上
げ
る
。 

 

（
埼
玉
県
行
政
手
続
条
例
等
の
一
部
改
正
） 

６ 

次
に
掲
げ
る
条
例
の
規
定
中
「
、
病
院
事
業
管
理
者
」
を
削
る
。 

 

一 

埼
玉
県
行
政
手
続
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
第
二
条
第
五
号 

 

二 

埼
玉
県
情
報
公
開
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び 

 
 

第
二
十
条 

 

三 

埼
玉
県
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員
会
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
四
号
）
第 

 
 

二
条
第
二
項 

 

四 

埼
玉
県
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
十
一
号
）
第
二
条
第
三
号
及
び
第
四
号 

 

五 

埼
玉
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項 

 

六 

埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
第
八
条
第
一
項 

 

七 

埼
玉
県
債
権
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
）
第 

 
 

四
条
第
一
項 

 

（
埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

７ 

埼
玉
県
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第 

 

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
二
中
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で 

 

を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

 

（
知
事
等
の
給
与
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

８ 

知
事
等
の
給
与
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の 

 

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
第
一
項
中
「
、
病
院
事
業
管
理
者
」
を
削
り
、
「
第
六
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め 

 

る
。 



条

例 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
に
係
る
重
要
な
財
産
を
定
め
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。 令

和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
五
十
二
号 

 
 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
に
係
る
重
要
な
財
産
を
定
め
る
条
例 

 

（
法
第
六
条
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
重
要
な
財
産
） 

第
一
条 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
（
次
条
に
お
い
て
「
病
院
機
構
」
と
い
う
。
） 

 

に
係
る
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に 

 

お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
重
要
な
財
産
は
、
法
第
四
十
二 

 

条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
可
に
係
る
申
請
の
日
に
お
け
る
帳
簿
価
額
（
現
金
及
び
預
金 

 

に
あ
っ
て
は
、
申
請
の
日
に
お
け
る
そ
の
額
）
が
五
十
万
円
以
上
の
財
産
（
そ
の
性
質
上
同
条 

 

の
規
定
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と
が
不
適
当
な
も
の
を
除
く
。
）
そ
の
他
知
事
が
定
め
る
財
産
と 

 

す
る
。 

 

（
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
重
要
な
財
産
） 

第
二
条 

病
院
機
構
に
係
る
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
重
要
な
財
産
は
、
予
定
価 

 

格
（
適
正
な
対
価
を
得
て
す
る
売
払
い
以
外
の
方
法
に
よ
り
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う 

 

と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
適
正
な
見
積
価
格
）
が
七
千
万
円
以
上
の
不
動
産
（
信
託
に
係
る 

 

も
の
を
除
き
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
面
積
が
一
件
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限 

 

る
。
）
若
し
く
は
動
産
又
は
不
動
産
の
信
託
の
受
益
権
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
へ
の
職
員
の
引
継
ぎ
に
係
る
県
の
内
部
組
織
を
定
め

る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
五
十
三
号 

 
 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
へ
の
職
員
の
引
継
ぎ
に
係
る
県
の
内
部
組
織
を 

 
 

 

定
め
る
条
例 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
埼
玉
県
立
病
院
機
構
に
係
る
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律

第
百
十
八
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
県
の
内
部
組
織
は
、
埼
玉
県
病
院
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例
（
令
和
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
一
号
）
第
一
条

第
一
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
埼
玉
県
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年

埼
玉
県
条
例
第
六
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
埼
玉
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン

タ
ー
、
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
埼
玉
県
立
精
神
医
療
セ

ン
タ
ー
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



条

例 

埼
玉
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
五
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
の
見
出
し
中
「
粗
暴
行
為
等
」
を
「
粗
暴
行
為
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
卑
わ
い
な
行
為
の
禁
止
） 

第
二
条
の
二 

何
人
も
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
人
を
著
し
く
羞
恥
さ
せ
、
又
は
人
に
不
安

を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

一 

次
に
掲
げ
る
場
所
又
は
乗
物
に
い
る
人
の
通
常
衣
服
そ
の
他
の
身
に
着
け
る
物
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
衣
服
等
」
と
い
う
。
）
で
覆
わ
れ
て
い
る
下
着
又
は
身
体
を
写
真
機
、
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
そ
の
他
の
機
器
（
衣
服
等
を
透
か
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
含
む
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
写
真
機
等
」
と
い
う
。
）
を
用
い
て
撮
影
し
、
又
は
撮
影
す
る
目
的

で
写
真
機
等
を
向
け
、
若
し
く
は
設
置
す
る
こ
と
。 

 

イ 

住
居
、
浴
場
、
更
衣
室
、
便
所
そ
の
他
人
が
通
常
衣
服
等
の
全
部
又
は
一
部
を
着
け
な

い
状
態
で
い
る
よ
う
な
場
所 

 

ロ 

公
共
の
場
所
又
は
公
共
の
乗
物
（
イ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
） 

 

ハ 

学
校
、
事
務
所
、
タ
ク
シ
ー
そ
の
他
不
特
定
又
は
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
出
入
り

す
る
場
所
又
は
乗
物
（
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
） 

二 

前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
所
又
は
乗
物
に
い
る
人
の
通
常
衣
服
等
で
覆
わ
れ
て
い

る
下
着
又
は
身
体
を
の
ぞ
き
見
し
、
又
は
衣
服
等
を
透
か
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
機
器
を

用
い
て
見
る
こ
と
。 

 

２ 

何
人
も
、
公
共
の
場
所
又
は
公
共
の
乗
物
に
お
い
て
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
人
を
著

し
く
羞
恥
さ
せ
、
又
は
人
に
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

一 

衣
服
等
の
上
か
ら
又
は
直
接
人
の
身
体
に
触
れ
る
こ
と
。 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
卑
わ
い
な
言
動
を
す
る
こ
と
（
前
項
に
該
当
す
る
も
の
を

除
く
。
）
。 

 

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。 



 

一 

第
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

 

二 

第
十
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

 
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二

項
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。 



規

則 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
九
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
四
十
四
条
の
表
二
十
八
の
六
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

               

別
記
様
式
第
四
号
（
一
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
四
号
（
一
の
二
）
、
別
記
様
式
第
四
号
（
三
）

の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
四
号
（
三
の
二
）
の
注
意
１
、
別
記
様
式
第
四
号
（
三
の
三
）
、
別
記

様
式
第
四
号
（
四
の
三
）
の
注
意
１
、
別
記
様
式
第
四
号
（
五
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
四
号

（
五
の
二
）
、
別
記
様
式
第
四
号
（
六
）
の
注
意
１
、
別
記
様
式
第
四
号
（
八
）
の
注
意
１
、
別

記
様
式
第
四
号
の
五
（
一
）
の
備
考
、
別
記
様
式
第
四
号
の
五
（
二
）
の
備
考
、
別
記
様
式
第
四

号
の
五
（
二
の
三
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
四
号
の
五
（
四
の
二
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第

四
号
の
五
（
五
）
の
備
考
、
別
記
様
式
第
四
号
の
五
（
五
の
三
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
十
号

（
一
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
十
四
号
（
一
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
十
四
号
（
一
の
二
）

の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
十
四
号
（
二
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
十
四
号
（
二
の
二
）
の
備
考

２
、
別
記
様
式
第
十
四
号
（
三
）
の
備
考
２
及
び
別
記
様
式
第
十
四
号
（
三
の
二
）
の
備
考
２
中

「
特
例
基
準
割
合
」
を
「
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
」
に
改
め
る
。 

二
十
八
の
九 

二
十
八
の
八 

二
十
八
の
七 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申
告
が
困
難
で
あ
る
場
合
の
特
例

の
承
認
取
消
通
知
書
（
法
第
五
十
三
条
第
五
十
六
項
及

び
第
七
十
二
条
の
三
十
二
の
二
第
七
項
の
通
知
書
） 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申
告
が
困
難
で
あ
る
場
合
の
特
例

の
承
認
（
申
請
却
下
）
通
知
書
（
法
第
五
十
三
条
第
五

十
三
項
及
び
第
七
十
二
条
の
三
十
二
の
二
第
四
項
の
通

知
書
） 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申
告
が
困
難
で
あ
る
場
合
の
特
例 

 

の 
 

 
 

 
 

 
 

（
法
第
五
十
三
条
第
五
十
一
項 

 

及
び
第
七
十
二
条
の
三
十
二
の
二
第
二
項
の
申
請
書
並

び
に
法
第
五
十
三
条
第
五
十
七
項
及
び
第
七
十
二
条
の

三
十
二
の
二
第
八
項
の
届
出
書
） 

別
記
様
式
第
二

十
八
号
の
九 

 

別
記
様
式
第
二

十
八
号
の
八 

 

別
記
様
式
第
二

十
八
号
の
七 

 

特
例
基
準
割
合

 
延
滞
金
特
例
基
準
割
合

 

申

請

書 

取
り
や
め
の
届
出
書 

 



道
府

県
民

額
の

特
定

寄
附

金
税

額
控

除
額

 

  

別
記
様
式
第
二
十
七
号
の
七
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
、
同
様
式
の
注
意
中
「
納
税
通
知
書
」
を
「
通
知 

 

書
」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
第
二
十
七
号
の
七
（
一
）
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様

式
を
加
え
る
。 

 

道
府

県
民

税
額

の
特

定
寄

附
金

税
額

控
除

額
 

」 

「 

」 
道

府
県

民
税

の
特

定
寄

附
金

税
額

控
除

額
 

 

納
税
通
知
書

 

書
 

 

通
知

 

「 



別記様式第二十七号の七（二） 

 所在地 

 

 法人名 

                           様 

 代表者氏名 

 

 法人の県民税・法人の事業税・特別法人事業税の
更正
決定

  

 法人の事業税・特別法人事業税の
過少申告
不 申 告

重
加算金決定

通知書（納額告知書）
 
 

 

 

 

 

 

 

 次のとおり通知します。 

 なお、不足税額、加算金及び延滞金を指定納期限までに納付してください。 

 年  月  日  

 

 

 

 

 

埼玉県    県税事務所長 □印   

 県 税   納税番号   

 
事 業 年 度 

年  月  日 から 

 年  月  日 まで 

 申 告 基 準 日 年  月  日 

 申 告 納 付 

期 限 

県 民 税 年  月  日 

 事 業 税 年  月  日 

 確 定 申 告 書 提 出 年 月 日 年  月  日 

 修 正 申 告 書 提 出 年 月 日 年  月  日 

事         業         税  県    民    税 

摘           要 課税標準 税  率 税  額  （ 使 途 秘 匿 金 税 額 等 ） 

 
（   円） 

第

一

号

に

掲

げ

る

事

業 

法

第

七

十

二

条

の

二

第

一

項 

所
得
割 

所 得 金 額 総 額 円    法 人 税 法 の 規 定 に よ つ て 計 算 し た 法 人 税 額 円 

年 4 0 0 万 円 以 下 の 金 額  ／100 円  試 験 研 究 費 の 額 等 に 係 る 法 人 税 額 の 特 別 控 除 額  

年 4 0 0 万 円 を 超 え 年 8 0 0 万 円 以 下 の 
金 額 又 は 年 4 0 0 万 円 を 超 え る 金 額 

 ／100   還 付 法 人 税 額 等 の 控 除 額  

年 8 0 0 万 円 を 超 え る 金 額  ／100   退 職 年 金 等 積 立 金 に 係 る 法 人 税 額  

計     課税標準となる法人税額又は個別帰属法人税額の総額          ア  

軽 減 税 率 不 適 用 法 人 の 金 額  ／100   ２以上の道府県に事務所又は事業所を有する法人にお
ける課税標準となる法人税額又は個別帰属法人税額

        イ 
 

価
値
割 

付
加 

付 加 価 値 額 総 額      

付 加 価 値 額  ／100   法  人  税  割  額            ア又はイ ×
 
  
100

  

資
本
割 

資 本 金 等 の 額 総 額     
道 府 県 民 税 の 特 定 寄 附 金 税 額 控 除 額 

 

資 本 金 等 の 額  ／100    

に

掲

げ

る

事

業 

二
第
一
項
第
二
号 

法
第
七
十
二
条
の 

収
入
割 

収 入 金 額 総 額     外 国 の 法 人 税 等 の 額 の 控 除 額  

収 入 金 額  ／100   仮 装 経 理 に 基 づ く 法 人 税 割 額 の 控 除 額  

 

 



第

三

号

に

掲

げ

る

事

業 

法

第

七

十

二

条

の

二

第

一

項 

所
得
割 

所 得 金 額 総 額    

 

差 引 法 人 税 割 額  

既 に 納 付 の 確 定 し た 当 期 分 の 法 人 税 割 額  

所 得 金 額  ／100  
租 税 条 約 の 実 施 に 係 る 法 人 税 割 額 の 控 除 額  

過 不 足 法 人 税 割 額  

価
値
割 

付
加 

付 加 価 値 額 総 額    
均

等

割

額 

算 定 期 間 中 に お い て 事 務 所 等 を 有 し て い た 月 数  ウ 月 

均  等  割  額              円 ×
ウ
 
12

  

付 加 価 値 額  ／100  
既 に 納 付 の 確 定 し た 当 期 分 の 均 等 割 額  

過 不 足 均 等 割 額  

資
本
割 

資 本 金 等 の 額 総 額    
過 不 足 県 民 税 額  

減 少 す る 法 人 税 割 額 の う ち 仮 装 経 理 に 基 づ く 過 大 申 告 の 更 正 に 伴 い 繰 越 控 除 さ れ る 税 額  

資 本 金 等 の 額  ／100  
減 少 す る 法 人 税 割 額 の う ち 租 税 条 約 の 実 施 に 係 る 更 正 に 伴 い 繰 越 控 除 さ れ る 税 額  

分

割

基

準 

 
事 業 税 県 民 税 

収
入
割 

収 入 金 額 総 額    
従業者の数・固定資産の価額 

事務所又は事業所の数、発電用固定資産の

価額、軌道の延長キロメートル数  従 業 者 の 数 

本 県    

収 入 金 額  ／100  総 数    

合 計 事 業 税 額   仮 装 経 理 に 基 づ く 特 別 法 人 事 業 税 額 の 控 除 額  

事 業 税 の 特 定 寄 附 金 税 額 控 除 額   差 引 特 別 法 人 事 業 税 額  

仮 装 経 理 に 基 づ く 事 業 税 額 の 控 除 額   既 に 納 付 の 確 定 し た 当 期 分 の 特 別 法 人 事 業 税 額  

差 引 事 業 税 額   租 税 条 約 の 実 施 に 係 る 特 別 法 人 事 業 税 額  

既 に 納 付 の 確 定 し た 当 期 分 の 事 業 税 額   差 引 過 不 足 特 別 法 人 事 業 税 額  

租 税 条 約 の 実 施 に 係 る 事 業 税 額 の 控 除 額   減少する特別法人事業税額のうち仮装経理に基づく過大申告の更正に伴い繰越控除される税額  

差 引 過 不 足 事 業 税 額   減少する特別法人事業税額のうち租税条約の実施に係る更正に伴い繰越控除される税額  

減少する事業税額のうち仮装経理に基づく過大申告の更正に伴い繰越控除される税額   過 少 （ 不 ） 申 告 加 算 金  

減 少 す る 事 業 税 額 の う ち 租 税 条 約 の 実 施 に 係 る 更 正 に 伴 い 繰 越 控 除 さ れ る 税 額   重 加 算 金  

特   別   法   人   事   業   税  延 滞 金 の 控 除 期 間 対 象 外 税 額 

摘             要 課税標準 税  率 税  額  県民税 全部適用・一部適用   年 月 日から  年 月 日まで  

法 第 ７ ２ 条 の ２ 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 事 業 の 所 得 割 に 係 る 特 別 法 人 事 業 税 額 円 ／100 円  事業税 

特別税 
全部適用・一部適用   年 月 日から  年 月 日まで  

法 第 ７ ２ 条 の ２ 第 １ 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 業 の 収 入 割 に 係 る 特 別 法 人 事 業 税 額  ／100   

法 第 ７ ２ 条 の ２ 第 1 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 事 業 の 収 入 割 に 係 る 特 別 法 人 事 業 税 額  ／100   指 定 納 期 限 年  月  日 

合 計 特 別 法 人 事 業 税 額   更正、決定又は加算金決定の理由  

  注意 この通知書に記載された事項について不服があるときは、この通知書を受け取つた日の翌日から起算して３か月以内に埼玉県知事に対して審査請求をすることができます。この場合、審査請求書（正副２通）はなるべく県税事務所を経由 
    して提出してください。処分の取消しの訴えは、当該審査請求に係る裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６か月以内に、埼玉県を被告として（埼玉県知事が被告の代表者となります。）提起することができます。 
     なお、処分の取消しの訴えは、前記の審査請求に対する裁決を経た後でなければ提起することができないこととされていますが、①審査請求があつた日から３か月を経過しても裁決がないとき、②処分、処分の執行又は手続の続行により 
    生ずる著しい損害を避けるため緊急の必要があるとき、③その他裁決を経ないことにつき正当な理由があるときは、裁決を経ないでも処分の取消しの訴えを提起することができます。 



 

別
記
様
式
第
二
十
八
号
の
六
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。 

 



別記様式第二十八号の七 

 

 
納 税 番 号 

 

 

    年  月  日 

 

（宛先） 

埼玉県   県税事務所長 

（フリガナ）  

本店所在地 
〒 

     電話  （  ） 

県内における
主たる事務所 
等 の 所 在 地 

〒 

     電話  （  ） 

（フリガナ）  

法人名 
 

法人番号  

（フリガナ）  

代表者氏名             
 
 

                   の規定に該当することになつたので、 

ｅＬＴＡＸによる申告が困難である場合の特例を申請します。 

申

請

内

容 

特例の適用を受けることが
必 要 と な つ た 事 情 

 

特 例 の 指 定 を 受 け 
よ う と す る 期 間     年  月  日から  年  月  日まで  

電気通信回線の故障、災害そ
の他の理由によりｅＬＴＡＸ
を使用することが困難である
事 情 が 生 じ た 日 

    年  月  日 

添付書類 
□電気通信回線の故障、災害その他の理由によりｅＬＴＡＸを使用
することが困難であることを明らかにする書類 

 
 

   の規定により、ｅＬＴＡＸによる申告が

困難である場合の特例の適用をやめますので届け出ます。 

届

出

内

容 

特例の承認を受けた日又
はその承認があつたもの
と み な さ れ た 日 

    年  月  日 

特例の適用を受けること
をやめようとする理由 

 

 

そ の 他 の 参 考 事 項 
 

 
備考 ｅＬＴＡＸとは、地方税法第７６２条第１号に規定する地方税関係手続用

電子情報処理組織をいう。 
  

 受 付 印 

申 請 書 
取りやめの届出書 ｅＬＴＡＸによる申告が困難である場合の特例の 

 地方税法第５３条第５０項前段 
 地方税法第７２条の３２の２第１項前段 

 地方税法第５３条第５７項 
 地方税法第７２条の３２の２第８項 



別記様式第二十八号の八 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 ｅＬＴＡＸとは、地方税法第７６２条第１号に規定する地方税関係手続用

電子情報処理組織をいう。 

 注意 この通知書に記載された事項について不服があるときは、この通知書を受 

   け取つた日の翌日から起算して３か月以内に埼玉県知事に対して審査請求を 

   することができます。審査請求は、書面で正副２通をなるべく県税事務所を 

   経由して提出することにより行つてください。処分の取消しの訴えは、当該 

   審査請求に係る裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６か月以内に、埼 

   玉県を被告として（埼玉県知事が被告の代表者となります。）提起すること 

   ができます。 

    なお、処分の取消しの訴えは、前記の審査請求に対する裁決を経た後でな

ければ提起することができないこととされていますが、①審査請求があつ 

   日から３か月を経過しても裁決がないとき、②処分、処分の執行又は手続の

続行により生ずる著しい損害を避けるため緊急の必要があるとき、③その 

   裁決を経ないことにつき正当な理由があるときは、裁決を経ないでも処分の

取消しの訴えを提起することができます。 

ｅＬＴＡＸによる申告が困難である場合の特例の承認（申請却下）通知書 

 

年  月  日  

 （納税者） 

 所在地 

 法人名 

 代表者氏名       様 

 

 

埼玉県   県税事務所長    

 

     年  月  日付けで提出されたｅＬＴＡＸによる申告が困難であ 

る場合の特例の申請については、地方税法
   第５３条第  項   

第７２条の３２の２第 項  
の規

定により 
承認

却下
 したので、通知します。 

特 例 適 用 期 間     年  月  日から    年  月  日まで 

却 下 の 理 由  

 

た 

 印  

他

決 



別記様式第二十八号の九 

ｅＬＴＡＸによる申告が困難である場合の特例の承認取消通知書 

 

年  月  日  

 （納税者） 

 所在地 

 法人名 

 代表者氏名       様 

  
埼玉県   県税事務所長  

   

     年  月  日付けで承認したｅＬＴＡＸによる申告が困難で

ある場合の特例の承認については、地方税法 
第５３条第５５項

第７２条の３２の２第６項
 

の規定により取り消したので、通知します。 

  これにより、     年  月  日の翌日以後の申告について、特

例の適用はありません。  

取 消 し の 理 由 

 

 備考 ｅＬＴＡＸとは、地方税法第７６２条第１号に規定する地方税関係手続用

電子情報処理組織をいう。 

 注意 この通知書に記載された事項について不服があるときは、この通知書を受 

   け取つた日の翌日から起算して３か月以内に埼玉県知事に対して審査請求を 

   することができます。審査請求は、書面で正副２通をなるべく県税事務所を 

   経由して提出することにより行つてください。処分の取消しの訴えは、当該 

   審査請求に係る裁決の送達を受けた日の翌日から起算して６か月以内に、埼 

   玉県を被告として（埼玉県知事が被告の代表者となります。）提起すること 

   ができます。 

    なお、処分の取消しの訴えは、前記の審査請求に対する裁決を経た後でな

ければ提起することができないこととされていますが、①審査請求があつ 

   日から３か月を経過しても裁決がないとき、②処分、処分の執行又は手続の

続行により生ずる著しい損害を避けるため緊急の必要があるとき、③その 

   裁決を経ないことにつき正当な理由があるときは、裁決を経ないでも処分取

消しの訴えを提起することができます。 

 印  

た 

他 



 

別
記
様
式
第
四
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

 



別記様式第四十七号 

ゴルフ場利用税非課税申出書                

 

年  月  日 

 

 （宛先） 

 埼 玉 県    税 事 務 所 長 

 ゴルフ場利用税特別徴収義務者 様 

 

              住  所                   

              氏  名           会員・非会員  

              生年月日      年  月  日（  歳） 

 

  地方税法第７５条の２若しくは第７５条の３又は附則第１２条の２の規定に該

当することを申し出ます。 

 

 １ 非課税要件  ア １８歳未満 イ ７０歳以上 ウ 障害者 エ 国民体育大会 

オ 学生等 カ 国際競技大会 

 ２ 利用年月日      年  月  日 

 ３ 証 明 書 類       ア 運転免許証 イ 旅券 ウ 個人番号カード 

エ 健康保険の被保険者証 オ 障害者手帳等 

 カ 証明書（発行元                    ） 

          キ その他（                       ） 

 



 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
様
式
第
四
号
（
一
）
の
備
考
２
、

別
記
様
式
第
四
号
（
一
の
二
）
、
別
記
様
式
第
四
号
（
三
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
四
号
（
三

の
二
）
の
注
意
１
、
別
記
様
式
第
四
号
（
三
の
三
）
、
別
記
様
式
第
四
号
（
四
の
三
）
の
注
意

１
、
別
記
様
式
第
四
号
（
五
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
四
号
（
五
の
二
）
、
別
記
様
式
第
四

号
（
六
）
の
注
意
１
、
別
記
様
式
第
四
号
（
八
）
の
注
意
１
、
別
記
様
式
第
四
号
の
五
（
一
）

の
備
考
、
別
記
様
式
第
四
号
の
五
（
二
）
の
備
考
、
別
記
様
式
第
四
号
の
五
（
二
の
三
）
の
備

考
２
、
別
記
様
式
第
四
号
の
五
（
四
の
二
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
四
号
の
五
（
五
）
の
備

考
、
別
記
様
式
第
四
号
の
五
（
五
の
三
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
十
号
（
一
）
の
備
考
２
、

別
記
様
式
第
十
四
号
（
一
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
十
四
号
（
一
の
二
）
の
備
考
２
、
別
記

様
式
第
十
四
号
（
二
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式
第
十
四
号
（
二
の
二
）
の
備
考
２
、
別
記
様
式

第
十
四
号
（
三
）
の
備
考
２
及
び
別
記
様
式
第
十
四
号
（
三
の
二
）
の
備
考
２
の
改
正
規
定
は
、

令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当

分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



規

則 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
九
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
十
一
の
一
の
項
中
「
〇
・
〇
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
を
「
〇
・
〇
〇
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
に

改
め
、
同
表
の
九
の
項
中
「
〇
・
〇
三
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
を
「
〇
・
〇
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
二
十
二
の
一
の
項
中
「
百
五
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
を
「
四
十
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
七

号
）
第
七
十
七
条
第
二
項
、
第
七
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
条
第
二
項
の
報
告
を
し
た

者
又
は
同
条
例
第
七
十
八
条
第
一
項
の
命
令
を
受
け
た
者
に
係
る
改
正
後
の
別
表
第
二
十
一
の

一
の
項
及
び
九
の
項
並
び
に
別
表
第
二
十
二
の
一
の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
十
三
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  
 



１ 購入等件名及び数量 

  総務事務システムに係る審査確認及びヘルプデスク業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県総務部総務事務センター認定第一担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３

丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和２年11月２日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  りらいあコミュニケーションズ株式会社 東京都渋谷区代々木２丁目６番５号 

５ 落札金額 

  153,369,954円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和２年９月15日 

 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
十
四
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



１ 購入等件名及び数量 

  災害オペレーション支援システム機器等賃貸借 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県危機管理防災部災害対策課災害対策担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂

３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和２年12月２日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ＪＥＣＣ 東京都千代田区丸の内３丁目４番１号 

５ 落札金額 

  90,136,200円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和２年10月20日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
十
五
号 

 
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
号
（
土
壌
及
び
地
下
水
の
汚
染
の
調
査
及
び
対
策
に

関
す
る
指
針
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 

別
表
第
一
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
の
項
中
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
、
同
表
の
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
項
中
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「
０
、 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
七

号
）
第
七
十
七
条
第
二
項
、
第
七
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
十
条
第
二
項
の
報
告
を
し
た

者
又
は
同
条
例
第
七
十
八
条
第
一
項
の
命
令
を
受
け
た
者
に
係
る
改
正
後
の
別
表
第
一
の
カ
ド

ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
の
項
及
び
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

０
．
３
ミ
リ
グ
ラ
ム

 
ミ
リ
グ
ラ
ム

 

０
．
３
ミ
リ
グ
ラ
ム

 

１
ミ
リ
グ
ラ
ム

 

０
．
０
９

 

０
．

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
十
六
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
フ
ォ
ル
テ
上
之 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
之
字
町
田
二
千
百
三
十
八
番
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

（
変
更
前
）
熊
谷
上
之
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
之
字
町
田
二
千
百
三
十
八
番
一
外 

（
変
更
後
）
（
仮
称
）
フ
ォ
ル
テ
上
之 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
之
字
町
田
二
千
百
三
十
八
番
一
外 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
二
年
十
二
月
八
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
十
二
月
八
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
十
二
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
十
二
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
十
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
フ
ォ
ル
テ
上
之 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
之
字
町
田
二
千
百
三
十
八
番
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

（
変
更
前
）
千
八
百
五
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

（
変
更
後
）
四
千
五
百
九
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

二
三
六
台 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

三
一
六
台 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
〇
〇
台 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
九
四
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

一
二
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

一
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

容
量 

五
八
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

容
量 

八
九
立
方
メ
ー
ト
ル 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 

（
変
更
前
）
午
前
八
時
か
ら
翌
午
前
〇
時 

 
 

 

（
変
更
後
）
午
前
六
時
か
ら
翌
午
前
〇
時 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 

（
変
更
前
）
午
前
八
時
か
ら
翌
午
前
〇
時
三
十
分 

 
 

 

（
変
更
後
）
午
前
五
時
三
十
分
か
ら
翌
午
前
〇
時
三
十
分 

 
 

 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 



 
 

 

（
変
更
前
）
出
入
口
の
数 

四
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

（
変
更
後
）
出
入
口
の
数 

六
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

（
変
更
前
）
午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

（
変
更
後
）
荷
さ
ば
き
施
設
① 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

 
荷
さ
ば
き
施
設
② 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 
 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
③ 

午
前
六
時
か
ら
午
前
九
時 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
八
月
九
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
十
二
月
八
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
十
二
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
十
二
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
十
八
号 

 
埼
玉
県
開
発
登
録
簿
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 
 

 

埼
玉
県
開
発
登
録
簿
閲
覧
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 

埼
玉
県
開
発
登
録
簿
閲
覧
規
程
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
九
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
（
杉
戸
駐
在
）
内
の
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
十
九
号 

 
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
令
和
二
年
十
二
月
十
五
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
免
許
を
取
り
消
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 

株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
ク 

商
号
又
は
名
称 

岩
沼 

伸
晃 

氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て

は
代
表
者
の
氏
名
） 

埼
玉
県
川
口
市
芝
下
三
丁
目
九

番
二
十
二
号
Ｎ
Ｋ
ビ
ル 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
七
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

県
道
川
越
日
高
線 

 
 

 

川
越
市
大
字
笠
幡
字
本
郷
四
五
九
一
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
字
笠
幡
字
上
野
前
三
七
二
二
番
六
地
先
ま
で 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
八
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

県
道
川
越
坂
戸
毛
呂
山
線 

川
越
市
大
字
上
寺
山
字
東
田
三
九
四
番
三
地
先
か
ら
同
市
大
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
寺
山
字
東
田
三
九
四
番
一
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。
） 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
九
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

県
道
川
越
坂
戸
毛
呂
山
線 

川
越
市
連
雀
町
三
番
二
地
先
か
ら
同
市
連
雀
町
七
番
一
地
先
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

で 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

哲 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

県
道
川
越
日
高
線 

 
 

 

川
越
市
連
雀
町
四
番
九
地
先
か
ら
同
市
連
雀
町
一
番
一
地
先
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

で 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 



告

示 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
三
号 

 
埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
会
長 

岡 

本 

信 

明 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
所
管
す
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
六
年
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
、
「
法
令
」
、
「
条
例
等
」
」
を
削
り
、
「
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
」
を
「
第
二
条
第
三
号
」
に
改
め
、
「
法
令
、
条
例
等
、
」
を
削
る
。 

 

第
三
条
を
削
る
。 

 

第
四
条
を
第
三
条
と
し
、
第
五
条
を
第
四
条
と
し
、
第
六
条
を
第
五
条
と
し
、
第
七
条
を
第
六

条
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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